
Ⅱ ＩＴエンジニア Ⅲ ビジネスパーソン、 
ＩＴ以外のエンジニア 

Ⅰ 未踏人材 

社会人 
・体系的なキャリアパスによる育成
が困難。 
（卓越した資質、チャンス、環境） 

 

・基本的に、創出した革新的価値で
人材が評価される。 

（レベル：高） 

（レベル：低） 

学生 

○ ＩＴが関わる事業活動（ＩＴを売って儲ける、ＩＴを使って儲ける）に従事する人材を「ＩＴ人材」のアウトラインとして整理。 
（事業活動に参画する前提の学生を含む） 

○「情報処理技術者試験」の機能 
 

→実務遂行の前提として必要となる知識の

体系を提示し、その習得状況について評
価する。 
試験区分のうち、 
・ｽｷﾙ標準と重なる部分は、主に高度試
験が対応する。 

・ＩＴｴﾝｼﾞﾆｱを目指す学生は、主に基本・
応用技術者試験、ＩＴﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験が対
応する。 

・その他学生、若手ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｿﾝは、ＩＴﾊﾟ
ｽﾎﾟｰﾄ試験が対応する。 

ＩＴ分野におけるスキル標準の対象領域（案） 

【情報処理技術者試験】 

【スキル標準】 

・体系的なキャリアパスによる育
成（専門知識、経験） 

 

・基本的に、実務能力で人材が
評価される。 

（経営層） 

（事業部門） 

ﾛｰﾙの拡がりを提示するｽｷﾙ標準の機能的
観点からは、ＩＴ活用領域の拡大に伴い、 
  ・融合ＩＴ人材 
  ・ＩＴｴﾝｼﾞﾆｱ以外の発注・管理能力、 
  ・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ活用、 
  ・ｾｷｭﾘﾃｨ対策、等 
の面で、ｽｷﾙ標準の対象領域も拡大し得る。 

○「スキル標準」の機能 
 

→ＩＴが関わる事業活動におけるﾛｰﾙﾓﾃﾞ
ﾙを提示する（ｷｬﾘｱﾌﾚｰﾑﾜｰｸ） 

 

→ＩＴが関わる事業活動における作業項

目とその遂行に必要なｽｷﾙを提示する
（ﾀｽｸ・ｽｷﾙ） 
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